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　長引く経済不況、政府による三位一体の改革が進まない中、来年度の結城市の

予算編成時期を向かえ、定例会一般質問で４人の議員が財政問題について質問を

行うなど、合併問題と並んで、関心の高い問題となっております。

　執行部の答弁によると、来年度予算については

という、大変厳しい内容となっております。また、執行部から提出された

第４次結城市総合計画実施計画の中で向こう三ヵ年（平成１６年～１８年）の

財政状況の見込みも掲載されておりました。その中で、地方交付税の額は、

おり、市が予測したほぼ現状維持のこの数値は見通しが甘く、私は

　

・一般会計総額が１５６億３８００万円の見込み（前年比５．３％減）

・平成１４年決算にて市債残高が２８４億円に到達

・市税、法人税、固定資産税のいずれも増収の見込みが薄い

・地方交付税は三位一体の改革が不透明な状況であるが増加は見込めない。
　

本年度決算見込の約３２億円に対して、３１億円前後の推移と予測

されて
一般質問にて『極端な削減を見込んだ予算策定が必要』と要望を致しました。

今後、議員も定数削減、議員報酬削減を行いながら、市民の皆さんにも理解を

求め、更なる財政軽減を進める必要があると、私は考えております。

　皆様のおかげをもちまして、議会に登壇をさせて頂きましてから

早、半年がたち、毎日元気に活動をさせて頂いております。

本年も市民の皆さんと行政のパイプ役として、お役に立てます様、

議員活動に励む所存で御座います。昨年同様、ご助言、ご助力を

賜りたく、宜しく御願い申し上げます。

　公職選挙法の規定により、選挙区内への挨拶状の発送は自筆に

よる答礼（いわゆる返事）を除いて禁じられております。

私もこれにのっとり、年賀状による年始の挨拶は自粛させて

いただきます。ご容赦を頂きたく、宜しく御願い申し上げます。



第４回定例会最終日、市長から結城市の合併問題の方向性に

ついて発言がありました。内容を抜粋しますと･･･

前述通り、結城市は厳しい財政状況に直面しております。議員も定数削減･報酬

削減を行い、市民に理解を求めていく必要があります。執行部も、機構改革を

断行し財政軽減・人員削減などを行う必要があります。執行部では平成２１年度

までに４３人減という方針を立てていますが、更に人員削減が必要です。

　次の平成１６年 結城市議会 第１回定例会では、平成１６年度予算審議も

行われますが非常に厳しい予算となることも予想されます。厳しい財政の中で

事業を行うため、今までのように早急に対応できない案件も発生することが十分

予想されますが、その中でも緊急性を考慮しながら行政に提言をしていきたいと

考えております。

　

　

・平成１７年３月の合併特例法の期限内での合併は行わないものとする。
・当面は自立できる単独の街づくりを進め、隣接する新たな都市との
　合併を念頭に、引き続き検討していくものとする。
・財政面の不安は残るが、徹底した事務事業、行政機構の見直し、
　職員定数削減、民間への移譲・委託を行い、業財政改革を実行し
　効率よい行財政運営に勤める。

　　　　　　　　　　　　去る、平成１５年１１月２０日に、平成１５年結城市議会
　　　　　　　　　　　第３回臨時会が開かれ、「結城市職員の給与に関する条例
　　　　　　　　　　　等の一部を改正する条例」が可決されました。
　　　　　　　　　　　 基づく改定です。

　　　　　　　　　　　　概略は、
　　　　　　　　　　　

これは国の
人事院勧告に

となっておりま
す。 となります。

　この施策により、年間で約7,800万円が削減できる見込みとの事です。執行部では
「新・結城市行財政改革大綱」を策定し、平成１２年度より機構改革・財政改革に
取り組んでいます。人員削減は、平成２１年度までに職員数の１割削減（４３人減）
を目標に施策を進めており、更なる財政軽減を期待するものであります。

職員給与の月額1.07％引き下げ、配偶者手当の
引き下げ、通勤手当の一部引き下げ、期末手当の年0.25ヶ月

引き下げ、常勤特別職及び教育長の期末手当の年0.25ヶ月引き下げ、
議員も常勤特別職に準ずるので同様に期末手当の年0.25ヶ月引き下げ



議案 第60号　平成15年度結城市一般会計補正予算(第5号) ･･･ 可決

議案 第61号　平成15年度結城市国民健康保険特別会計 ･･･ 可決
　　　　　　 補正予算(第1号)

議案 第62号　平成15年度結城市老人保健特別会計 ･･･ 可決
　　　　　　 補正予算（第1号）

議案 第64号　平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部 ･･･ 可決
　　　　　　 第一土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①歳入歳出それぞれに102,500千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ16,874,300千円とする。

①歳入歳出それぞれ228,080千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ4,953,723千円とする。

① 歳入歳出それぞれ66,141千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ4,081,952千円とする。

①歳入歳出それぞれ9,100千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ166,473千円とする。

議案 第63号　平成15年度結城市介護保険特別会計 ･･･ 可決
　　　　　　 補正予算（第2号）

議案 第65号　平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部 ･･･ 可決
　　　　　　 第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）

議案 第66号　平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部 ･･･ 可決
　　　　　　 第三土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

議案 第67号　平成15年度下館・結城都市計画事業結城南部 ･･･ 可決
　　　　　　 第四土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）

議案 第68号　平成15年度結城市公共下水道事業特別会計 ･･･ 可決
　　　　　　 補正予算（第3号）

①歳入歳出それぞれ117,050千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ1,810,486千円とする。

①総額に歳入歳出それぞれ3,854千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ946,487千円とする。

①歳入歳出それぞれ719千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ306,375千円とする。

①歳入歳出それぞれ5,119千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ310,135千円とする。

①歳入歳出それぞれ7,699千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ1,726,322千円とする。
　



　

　

議案 第69号　平成15年度結城市農業集落排水事業特別会計 ･･･ 可決
　　　　　　 補正予算（第2号）

議案 第70号　平成15年度結城市水道事業会計補正予算(第1号） ･･･可決

･･･可決
改正する条例に

議案 第74号　字の区域の変更について･･･可決

議案 第75号　結城市政治倫理条例について　　　　　　　　 ･･･可決

議案 第76号　工事請負変更契約について　　　　　　　　　 ･･･可決

請願 第6号 骨髄バンク利用に関わる患者負担金への 　　　　･･･採択
　　　　　 医療保険適用に関して意見書提出を求める請願

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①歳入歳出それぞれ37,672千円を追加し、歳入歳出をそれぞれ 371,924千円とする。

①収益的支出の予定額に222千円を追加し、水道事業費用の総額を1,096,264千円とする。
②資本的収入の予定額から55,600千円を減額し、資本的収入の総額を390,804千円とする。
③資本的支出の予定額から75,417千円を減額し、資本的支出の総額を678,377千円とする。
④職員給与費の予定額から915千円を減額し、職員給与費の総額を146,056千円とする。

②書記に、従来市職員を充てていたものを、監査委員事務局職員を充てるように改める

①地位利用・不正行為などの禁止、市長･議員本人及び配偶者の関連する企業の公共
　工事契約の自粛、市民による調査請求権を定めた条例を制定

①汚水処理施設内のコンポスト袋詰め機を手動から自動へ変更する工事
②当初請負金額に16,800千円を追加し、総額429,450千円とする。

① 前回定例会にて継続審議となっていた請願

議案 第71号　結城市固定資産評価審査委員条例の一部を
　　　　　　 ついて

議案 第72号　結城市民情報センターの設置及び管理に関する ･･･可決
　　　　　　 条例についてついて

議案 第73号　ゆうき図書館の設置及び管理に関する条例について･･･可決

選挙 第5号 　結城市選挙管理委員及び補充員の選挙について･･･下記の通り

請願 第5号 戸田海笛作「喜怒哀楽の図」壁画彫刻品を(仮称) ･･･不採択
　　　　　　市民情報センターに展示することについての請願

①「書記１名」という部分を「書記に」改める（従来１名で行っていたものを複数に）

①選挙管理委員に多田和夫さん、廣江チヅ子さん、沼田為喜さん、齋藤勇さんを選出
②補充員に奥澤宗吉さん、近藤洋子さん、江連亨さん、川面七郎さんを選出。



《平成１６年度予算は厳しい見通し》

《結城市の不登校児童数は減少の方向へ･･･》

《更なる財政軽減を目指し、職員定数１割削減を計画》

《子育て支援センターの設置を検討》

　

　

　

　

　本誌冒頭でも触れましたが、平成１６年度予算は前年比５．３％の減と

　大変厳しい状況で、更なる財政軽減が必至となる状況です。

（中田松雄・中田文雄・大里・立川各議員の一般質問に対する執行部答弁）

　結城市の小中学校の不登校児童数の推移　

　　　　　　　Ｈ１０　　Ｈ１１　　Ｈ１２　　Ｈ１３　　Ｈ１４　　Ｈ１５　　

　　小学校　　　　 ８　　　１０　　　　５　　　　７　　　　３　　　 ４

　　中学校　　　 ８０　　　８４　　　７２　　　７２　　　５９　　 ４５

　実績は上がっていると考えられる。各校が校長を中心とした指導体制、

　職員の努力、カウンセラーの教育相談、スクールソーシャルワーカ等の

　施策の結果があらわれてきたと考えている。

　

　平成１２年度に「新・結城市行財政改革大綱」を策定し、平成１６年度までに

　職員１０人減と１部４課９係減等の計画に対して、現在、職員１１人減と

　２部５課１係の削減等を達成。人員削減については、計画を延長し、

　平成２１年度までに４３人削減を目標とした。

　　　４３人＝平成１２年の職員総数４２４人の１割に相当する人数

　　　既に１１人削減しているので、今後６年間で３２人の削減を実施

　（中田松雄・中田文雄・立川 各議員の一般質問に対する執行部答弁）

　

　

　

　

　

　

（単位：人 Ｈ１５年は見込みの値）

（金子議員の一般質問に対する執行部答弁より）

　平成１２年に子育て支援プラン（結城エンゼルプラン）を策定。

　その１つとして子育て広場推進事業を平成１３年度より実施しており、

　今後も充実しながら続けていき、幅広い意見を聞きながら、平成１７年に

　地域子育てセンターへ移行していきたい。

（中条議員の一般質問に対する執行部答弁）

（　　　　　　　　 ）



《巡回バス実現の見通し》

《結城市政治倫理条例を制定》

《市町村合併の方向について言及！！》

　

　

平成１６年度中には実施する方向で調査・検討を実施している。
（篠崎議員の一般質問に対する執行部答弁より）

・平成１７年３月の合併特例法の期限内での合併はおこなわないものとする。

・当面は自立できる単独の街づくりを進め、隣接する新たな都市との合併を

　念頭に、引き続き検討していくものとする。

・財政面の不安は残るが、徹底した事務事業、行政機構の見直し、職員定数削減、

　民間への移譲・委託を行い、業財政改革を実行し効率よい行財政運営に勤める。

・しかしながら、効率化を求める余り、住民サービスの低下を招いてはならず、

　職員の資質向上を求めながら、職員一丸となって厳しい直面を乗り越えていく。

・新年度から特別職給与の節減、市長交際費の節減、職員定数の節減、

　公用車の節減、効果の薄い公共事業の見直し補助金の見直しなど徹底した行政の

　スリム化を図り、捻出した予算を市民に密着したサービスに充てていきたい。

（平成１５年結城市議会第４回定例会最終日の市長発言より）

　

・先の市長汚職事件を受け、市長・議員を対象とする倫理条例を議員提案で制定

・内容は、不正疑惑行為の禁止、地位利用の禁止、公共工事・物品購入などの

　有利な取り扱いの禁止、職員採用斡旋の禁止、他団体からの寄付などの禁止、

　許認可などの有利な取り扱いの禁止、本人及び配偶者の関与する企業の

　市の工事などへの契約自粛、市民による調査請求権の設定が盛り込まれた。

　

茨城市町村政策研究会に入会しました！！

突然ですが、この度、茨城市町村政策研究会に入会をいたしました。

この会は、茨城県内で先進的見地で活動している市町村議会議員のグループ

です。党をかかげて活動をされている方、無所属の方、いろいろな視点で

活動している議員が所属していますが、党派を超えてお互いに協力しながら

活動をしている会です。今後、この会を通じて他の市町村議員の皆さんと

交流を深め、切磋琢磨しながら勉強し、さらに活動の幅を広げていきたいと

考えております。



※１ 現在、財政軽減措置の為、議員報酬の

　　 ５％削減を実施中

　

※２ 委員会懇親会の会費や、行政視察の際、

　　 私費の徴収など特別徴収が行われる

　　 ことがある

※３ 一括で収めたものを月割りで按分した

　　 額（概算）

※　 国民年金、国民健康保険、市県民税は

　　 議員報酬より控除されるのではなく、

　　 自分で払いに行っています。

たちかわひろとしの議員報酬 公開！

● 収入

　報酬　　　　　　　 　 380,000

　▲減額　※１　　　　 　 19,000

　 　 　　 　 361,000

● 支出

所得税　 　　　　　　 　13,810

議員共済（議員年金）　 49,400

議員互助会　　　　　　 5,000

会派積立金　　　　　　 5,000

委員会視察積立金　　　 10,000

その他　※２

国民年金　 　　　　　 　13,300

国民健康保険 ※３　　 　15,900

市県民税　　 ※３　　 　6,000

　　　　 　118,410

　　　 　 242,590

収 入 合 計

支 出 合 計

いわゆる手取り

　

　

選挙時の公約どおり、とある月の私の議員報酬を公開します。毎月の議員報酬に
ついては、ホームページに掲載しておりますので、詳しく知りたい方は、
そちらをご覧下さい。

さて･･･ ちょいと一息･･･

　この額についてどう判断されるかは、皆さんにお任せしたいと思います。

　（ちなみに私の会社員時代と比較すると、手取りはほぼ同額です）

　私自身は、現在、議員を本業として活動しております。独身ということもあり、

何とかこの額でやっておりますが、家庭を持つことを考えると議員を本業として

活動するには現実的に難しい額ですね。しかしながら、財政軽減の為に、私は、

さらなる議員定数削減・議員報酬削減は必要と考えております。

　私は「議員は副業を持たず専念してしっかりやるべき！」との考えでおります。

議員に専念して行政にしっかり携わろうと考えている地方の若手議員も増えており、

その議員の皆さんが、おそらく同じ事を考え、お金をかけない政治活動をしていると

思います。おかげさまで、後援会の皆さんにはボランティアという形で応援を頂き、

なんとか少ない資金で活動させて頂いており、感謝に絶えません。

　今後ともご支援を宜しく御願いいたします。
　

次号では、平成１５年度の後援会 政治資金収支を掲載します。



一般質問の内容・執行部答弁の概略

「新・結城市行財政改革大綱」の状況と予算編成について

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：市長公室長》

　

　

　

① 新・結城市行財政改革大綱の現在の進捗状況・成果を答弁願いたい

② 各部門の業務のピーク時期を調査して、互いの部門の業務ピーク時に
　 人員を相互応援させるなどの大胆な機構改革を盛り込んではどうか？

③ 市債・地方債などの借金を一切しない予算編成を行うと、どんな
　 予算編成ができるかをシミュレートしてみてはどうか？

④ 合併をしなかった時をみこして、結城市が単独での運営をすることを
　 盛り込んだ緊縮財政をシミュレートし市民に提示すべきと考えるがどうか？

① ９番・中田松雄議員に答弁したとおり

　　詳細　・定数削減１０人削減のところ１１人の削減を達成済

　　　　　・今後さらに平成２１年までに４３名の減を見込む
　　　　　・補助金については１１０件の見直し
　　　　　・手当て等の支給廃止、削減により１８００万円の削減

② 新・行政改革大綱の中で掲げて取り組んでいる。
　

　 考えられない。事業費に充当する税源として市債を起こす場合、後年度に

　 平準化する年度間の調整機能を有しているとともに、その支払いに後年度の
　 税収入等を充てることにより、将来免役を受ける世代の住民にも負担を
　 分かつものとして有意義なものと考えており、現時点では
　

　　　　　・１部４課９係の削減目標に対して２部５課１係の削減を達成済

③ 減税補填債、臨時財政対策債の市債を起こさない予算編成は当市においては

　 しかし、 市債を起こす場合、その

　 財政措置の度合いや金利の動向を検討し、また、年度の起債額が元利償還金
　 の額を上回ることのないよう事業を厳選し財政運営にあたる考えでいる。

　

　

　

　

　

　

人員配置にあたっては
ピーク時期に合わせず平常時期を基本として配置をしている。

市債を起こす事は
財政運営上不可欠で市債を起こさない予算編成は地方財政制度上からも
妥当でない。 市債は言い換えれば借金。



④ 第４次結城市総合計画実施計画の中で、合併を想定していない平成１８年度
　 までの財政計画を示している。その概要は、市税収入は６０億円に達しない

　 ことが予測され、地方交付税は、総務省が地方財政の歳出を計画的に抑制
　 しているために把握が難しい状況である。 歳出においては、平成１６年度
　 以降は管理運営費などの物件費など人件費以外は増額が見込まれる。結果
　 として
　

　

投資的経費に充当する一般財源が不足し、財政硬直化が一段と進み、

緊縮財政を余儀なくされることと予測される。

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：市長公室長》

《答弁者：市民生活部長》

　

　

　

①平日会社に勤めている方にも窓口を利用しやすくすべきと考える。
　 過去に土日開庁などについて分析をした経緯があるか？また、実現に
　 向けてどう考えているか答弁願いたい。

② 利用頻度の高い窓口を（仮称）市民情報センターにも設置し、幅広い
　 市民の皆さんが活用できる体勢を考えられないか？

① 窓口部門全体を対象とした土日開庁や時間延長について検討した経緯は
　 ないが、昼休みの窓口開庁や、市民課窓口の土日開庁、時間延長等について
　 検討し、

② 支所や出張所的な役割となることから、市役所との距離を考えた場合、

　 効率的ではないと考えている。また通常窓口業務を行うには窓口担当職員の
　 配置が必要であり、定数１割削減にも取り組んでいる現状では、
　 当面は
　 し市民の立場にたった行政サービスの実現に

　 努めて行きたいと考えている。

① 市民課は平成１２年度から

　 業務内容は、住民票、謄抄本、印鑑証明書、また
　 軽自動車用の住所記載事項証明書の発行事務等を行っている。また、
　 納税課については、
　 さらに
　

　

　

　

　

現在、窓口部門の昼休みの開庁サービス等を実施している。

人的・財政的にも問題が多く困難である。 市民の利用頻度の高い
諸証明の交付窓口などを設置

土曜日の午前中、午前８時３０分から１２時まで、

業務を行っている。

平日の月曜日から金曜日の昼休み時間に開庁をしている。
毎月第２日曜日を納税相談日とし、午前８時３０分から、５時１５分

まで開庁をしている。

窓口部門の土日開庁・時間延長について



② （仮称)市民情報センターにて、
　 税部門については、
　 取り扱いが非常に複雑な場合があり、また具体的な事項や複雑な事項に

　 ついて、法の解釈、上司の判断が必要な場合があり、少人数では業務処理を
　 することが難しく、市民の皆様に迷惑をおかけすることにもなるので、
　

① 保健福祉部では過去、窓口の土日開庁・時間延長について分析・検討した
　 経緯はないが、 また各課に
　 おいて平日の月曜日から金曜日まで、昼休み時間に当番を決め、窓口業務を
　 実施している。

②
　
　 しかし、人件費等の抑制方針もあり、案内に
　 ついてはパンフレット等でのお知らせも１つの方法であると考えている。

① 学校教育用のコンピュータをなるべく常に最新の機材を使えるような方法を
　 思案できないか？

② ほとんどの先生方は、個人所有のＰＣで仕事をしている。先生方の仕事用の

　 機材の拡充を考えられないか？

③ 市内小中学校１２校のＰＣを管理するメンテナンス要員の確保できないか？

① 常に最新機器とまではいかないまでも、機器の進歩にあったコンピュータを
　 十分使える能力が得られるよう、
　

② 個人所有のＰＣを接続することは、地域イントラネットの安全性にも悪影響

　 を及ぼすことから、
　

③ 今後、情報担当部門と連携を図りながら保守管理、
　

市民課の住民票謄抄本および印鑑証明書、
軽自動車税用住所証明書の発行業務を予定している。

税務関連業務について現在は考えてないので、理解を頂きたい。

一部業務について休日に行っているものもある。

保険年金課をはじめ個人情報が多く、職制上、職員による対応が必要であり、
こうした観点から、窓口を設置するのには新たに担当課の職員を設置する
ことが必要と考えている。

期間、リース、レンタル、他の手法を
経済比較をしながら検討していきたいと考えている。

徐々に職員使用のコンピュータ機器を整備していきたい
と考えている。

コストの軽減等をめざし、
平成１７年度事業完了予定年度までに検討していきたいと考えている。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

《答弁者：保健福祉部長》

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：教育次長》

教育部門の情報化について



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：市長公室長》

《質問者：たちかわひろとし》

《答弁者：保健福祉部長》

① 現在進められている、公共機関２９ヵ所を専用線で接続するインフラ整備の

　 進捗状況について答弁願いたい

② 今現在、整備を進めている公共機関接続のためのインフラを、将来市民にも
　 開放していくなどの施策がとれないか？

③ 総務部の情報担当部門が、学校関係の機材の保守まで面倒見れないか？

① 既に工事等発注し、現在、進めているところである。

② こととなっている。

③ 今回整備する地域イントラネット基盤整備事業により、各小中学校パソコン
　 教室の
　
　

① 現在のシルバー人材センターの運営状況について答弁を頂きたい。

② シルバー人材センターの需要が拡大しているのも事実であり、事務所として

　 機能をあげていくことが急務と見受けられるが、担当部局の考えはどうか？

① 平成１５年１０月末現在、男１９２名、女１３７名、合計３２９名。

　 前年同月対比７３名の増。事業実績は、平成１５年１０月末現在、
　 受注件数１,４０５件、就業延べ人員２３,２７２人、契約金額
　 １億１,５０８万６,７８１円で前年同月累計対比２９．８％増の契約金額と
　 なっており、今後ますます受注が伸びるものと思われる。

② 地元企業との共存を図りながら
　

補助事業による整備のため、現在国の通達によりできない

パソコンの通信障害およびウイルス対策などのセキュリティについて
総合的な管理を行うので、これに要する個々のセキュリティソフトの経費は

軽減されるものと考えている。

シルバー人材センターのポテンシャルを
上げることが重要と考えている。

　

電子政府の実現について

高齢者の活用モデルの推進について
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10月 ・赤い羽根募金街頭募金参加
　　 ・民政会(会派) 行政視察参加 (栃木市役所・栃木市立図書館)
　　 ・茨城県消防ポンプ操法競技大会筑西地区大会出席
　　 ・総務委員会行政視察参加 (北海道留萌市･ニセコ町･虻田町)
　　 ・城西杯結城地区野球大会開会式出席
　　 ・結城市体育協会創立５０周年記念式典出席
　　 ・城西保育所運動会開会式出席
　　 ・議会だより編集委員会出席
　　 ・城西小学校子供を守る家非難模擬訓練出席
　　 ・茨城県西地区政策懇談会出席
　　 ・公達ふれあい祭り出席
　　 ・山形県長井市 (姉妹都市)･鶴岡市行政視察
　　 ・市民一斉クリーン作戦参加
11月 ・城西小学校創立２０周年記念式典出席
　　 ・あすなろ学園希望祭出席
　　 ・授業見学 (結城中学校･結城小学校)
　　 ・紬のふるさと結城祭開会式典出席
　　 ・茨城県市議会議長会議員研修出席
　　 ・下妻市議会議員候補　 原部司　氏 出陣式応援
　　 ・千代川村議会議員候補 菊池博　氏 出陣式応援
　　 ・八千代町議会議員候補 水垣正弘氏 出陣式応援
　　 ・第１５回城西杯（サッカー）試合観戦
　　 ・橋本知事を囲む県政を語る会出席
12月 ・議会だより編集委員会出席
　　 ・人権後援会出席
　　 ・城南コミュニティーセンター利用自治会
　　　　　　　　　　　　　自治協力員懇談会出席
　　 ・障害者の日クリスマスの集い手伝い
　　 ・結城市よい映画をひろめる会上映会手伝い
　　 ・茨城市町村政策研究会総会出席
　　 ・結城市教育振興大会出席

　１０月、１１月と大変行事が多く、慌しい日々を過ごして
おりました。少しずつ相談を受ける機会も増え、皆さんと行政の
パイプ役として日々活動をさせて頂いております。本年度も
引き続き本誌での情報提供を続けてまいりますので、本年も
変わらぬご支援を宜しく御願い申し上げます。

◎次回定例会日程(案)
　

3/ 9(火) 本会議(開会)
3/11(木) 一般質問

3/16 予算特別委員会
　　　　 (総務・産業)

3/24 予算特別委員会
　　　　 本会議(閉会)

3/12(金) 一般質問
(火)

3/17(水) 予算特別委員会

　　　　 (教育福祉・建設)
3/18(木) 常任委員会
　　　　 (総務・産業)
3/19(金) 常任委員会
　　　　 (教育福祉・建設)
(水)


